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研究成果の概要（和文）：在宅医療と介護の現場におけるモラルディレンマを含むケースを検討し、『こんなときどう
する？　在宅医療と介護　ケースで学ぶ倫理と法』を編集し、公刊した（2014年、南山堂）。
本書を、専門職の研修会等で使用し、参加者に対して、倫理的問題についての理解度の変化についてアンケート調査を
行った。その結果、思考力を鍛えることを重視する本書の教育効果を確認できた。
在宅医療と介護の分野において、モラルディレンマを含むケースに基づいて、多職種が協働で行う倫理的学習は非常に
重要である。

研究成果の概要（英文）：We considered many cases concerning moral dilemmas in home health care and 
nursing care, published a collection of essays, entitled "Konnatoki dosuru? Zaitakuiryo to kaigo. Keisu 
de manabu rinri to ho", Nanzando, 2014.
We used this book in several professional training sessions and conducted questionnaire surveys about the 
changes in the level of the participants'understanding of ethical issues. As a result, we were able to 
confirm the educational effect of this book in building the ethical thinking of the professionals.In the 
area of health care and nursing care, collaborative multi-professional ethical learning about the cases 
of moral dilemmas is very important.
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１．研究開始当初の背景 
医学や看護分野では、生命倫理教育がある

程度取り組まれ、医療倫理や看護倫理の教科
書も多数刊行されている。しかし医療は医師
や看護師だけではなく、多様な専門職によっ
て担われている。在宅医療や介護の分野では、
さらに多様な対人援助職が携わってくる。こ
れらの援助職も現場でさまざまな倫理的葛
藤に直面しているが、倫理教育や研修がほと
んどなされていないことにより、それを「倫
理問題」として認識すらできない状況にあり、
重大な倫理問題が見過ごされ、日常業務のな
かに流されていくという状況が見られた。 
 
２．研究の目的 
倫理教育の取り組みや適切な教科書がほ

とんどない在宅医療と介護の分野において、
倫理的・法的問題を検討し、モラルディレン
マの分析を中心とした分かりやすいケース
ブックを編集・刊行し、専門職の養成教育お
よび生涯研修に使用して、専門職の資質向上
に役立てる。 
 
３．研究の方法 
本研究は、既存の倫理学の理論や原則を新

しい分野に「応用する(apply)」という構え
ではなく、個別具体的なケースのなかから既
存の理論・原則を見直して行くという姿勢で
臨んだ。つまり、単なる「応用倫理学(applied 
ethics)」ではなく、ドイツの哲学者ルード
ヴィッヒ・ジープにより提唱されている「具
体倫理学」(Konkrete Ethik、2004)の戦略を
とり、具体的ケースと原則との間、経験と理
論との間を往復し、再吟味と修正を繰り返し
た。これによって、具体倫理学の実践方法を
彫琢するとともに、倫理学全般に新たな問題
意識と分析視点をフィードバックしていく。 
 
４．研究成果 
(1)ケースブックの刊行 
在宅医療と介護の現場におけるモラルデ

ィレンマを含むケースを収集し、それらを典
型化した上で、倫理的・法的な考え方と対応
について解説した。これらのケースの検討を
『こんなときどうする？ 在宅医療と介護 
ケースで学ぶ倫理と法』としてまとめ、公刊
した（2014 年３月、南山堂）。本書はこの分
野で、現場の専門職と学際的な研究チームに
よって編集された本邦初の研修用ケースブ
ックである。 
本書を専門職の養成機関や現場の専門職

の研修会などで用い、ケースに基づくグルー
プディスカッションを行い、終了後に、参加
者に対して、理解度や倫理的問題への取り組
み方の変化などについてアンケート調査を
行った（回収数：224 件）。その結果、「法制
度や倫理についての考え方を、事例検討を通
して具体的に学ぶことができた」などの感想
を得た。マニュアル的に答えを探すのではな
く思考力を鍛えることを重視する本書の教

育効果を確認できた。 
また、公開シンポジウム「在宅医療と介護

の倫理と法 専門職の資質向上のために」を
開催し、専門職から直接、意見を得る機会も
もった。在宅医療と介護の分野において、モ
ラルディレンマを含むケースに基づいて多
職種で行う倫理的学習は、共通の課題をめぐ
って、各自の視点を他職種の視点とすり合わ
せながら展開される。これは多職種間での相
互理解を深め、倫理的観点から連携を強化す
ることにも貢献する。その意味でも、多職種
での協働的な倫理研修はきわめて有効であ
り、在宅医療と介護の質を高めていく上で必
須であることがわかった。 
引き続き、ケースブックの続編の編集に取

り組み、ケースの収集と物語化と考え方の検
討を進め、刊行のめどをつけつつある。 
(2)新しい知見 
医療倫理における自律尊重の原則は、理性

的な判断力をもつ人格を前提し、判断力のな
い人に対しては、恩恵の原則に従って「本人
の最善」を考えたケアを基本としてきた。し
かし、とりわけ高齢者へのケアにおいて悩ま
しい問題は、認知症などによって徐々に判断
力が減退していく過程で、本人の意思をどこ
まで尊重できるかということである。現場で
はさまざまな工夫や提言がなされているが、
倫理学の側から、その根拠づけはほとんどな
されていない。自律尊重原則についての従来
の理解を検討し直し、在宅医療と介護の分野
で、本人の思いと自律が生活の広い分野で尊
重され、自己決定を行使する能力をできるだ
け長く保てるような支援をめざし、ケアの専
門職の倫理的対応力の向上に理論的な基礎
を提示することが求められている。ケースブ
ックの続編や、既刊ケースブックの改訂版で
は、その視点からさらに考察を深めていきた
い。 
(3)成年後見制度の法的検討 
成年後見人等の職務に実際に携わってい

る弁護士や司法書士、社会福祉士等にヒアリ
ング調査を継続的に行い、法の理念と現実と
が乖離した現状を明らかにし、その理由や背
景の分析に努めた。この成果の一部を国内外
のセミナーや論文等で発表した。こうした取
り組みはわが国の成年後見制度の改善へむ
けた取り組みに影響を与えた。 

(4)学会への問題提起 
日本生命倫理学会の年次大会で２回、関連

テーマでシンポジウムを企画し、在宅医療と
介護分野の専門職の資質向上をめざす取り
組みについて提言し、学会員と認識を共有で
きた。このほか、日本理学療法士協会学術大
会や日本薬剤師会学術大会、日本社会薬学会
などの招待講演のなかで、研究成果を発表す
るとともに、ベトナム、中国、台湾、韓国等
で研究成果を発表し、国際的な研究連携を深
めることができた。 

(5)地域での連携、市民への研究成果の普及 



 公開講座や公開講演会などを複数回開催
し、地域の対人援助職と問題意識を共有し、
連携ネットワークを構築する機会となった。 
(6)倫理と法を扱う前提となる基礎理論を含
む『科学技術研究の倫理入門』(ドイツ語)を
全訳し、刊行した。 
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